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美
は
じ
め
に
　
「
石
山
軍
記
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
石
山
本
願
寺
に
結
集
し
た
百
姓
た
ち
が
軍
事
の
天
才
織
田
信
長
に
立
ち
向
か
う
軍
記
物
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
　
確
か
に
、
い
わ
ゆ
る
石
山
軍
記
、
正
し
く
は
『
石
山
軍
鑑
』（
立
耳
軒
作
。
明
和
八
年
・
一
七
七
一
年
の
奥
書
を
有
す
る（（
（
（
は
、
本
願
寺
門
徒
を
読
者
・
聴
き
手
と
想
定
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
百
姓
・
町
人
へ
の
作
者
の
ま
な
ざ
し
は
決
し
て
温
か
い
も
の
で
は
な
い
。
百
姓
に
は
枕
詞
の
ご
と
く
愚
痴
・
無
智
・
愚
昧
な
ど
の
語
が
付
さ
れ
、「
百
姓
門
徒
等
の
み
寄
集
り
た
る
小
勢
」「
寄
集
り
の
下
郎
」「
烏
合
の
集
り
勢
」
と
い
っ
た
侮
蔑
的
な
言
葉
が
、
織
田
方
は
も
ち
ろ
ん
本
願
寺
家
老
下
間
仲
成
の
台
詞
と
し
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
町
人
も
ま
た「
百
姓
・
町
人
の
分
際
と
し
て
」「
町
人
の
身
と
し
て
」
の
よ
う
に
、
武
士
の
前
で
常
に
腰
を
屈
し
て
い
る
べ
き
存
在
と
さ
れ
る
。
　
活
躍
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
武
士
た
ち
で
、
百
姓
の
活
躍
は
限
定
的
で
あ
る
。
本
願
寺
勢
が
信
長
の
本
陣
を
水
没
さ
せ
る
話
で
は
、
百
姓
た
ち
は
軍
師
の
命
令
に
従
っ
て
わ
ざ
と
崩
れ
易
い
堤
を
築
き
、
本
願
寺
方
の
武
士
た
ち
を
案
内
す
る
役
回
り
に
す
ぎ
な
い
。
堤
を
崩
し
て
川
の
水
を
引
き
込
む
見
せ
場
は
鈴
木
孫
市
ら
武
士
た
ち
の
独
擅
場
で
あ
る
（「
本
願
寺
門
徒
織
田
勢
を
欺
く
、
并
織
田
勢
水
難
に
苦
む
」（。
　
作
者
が
百
姓
の
戦
い
を
褒
め
称
え
る
の
は
、武
士
の
指
示
に
従
っ
て
行
う
場
合
か
、
武
士
が
動
け
な
い
特
殊
な
状
況
下
で
の
行
動
、
あ
る
い
は
百
姓
な
が
ら
に
武
士
の
心
性
を
持
っ
て
行
う
、
敵
と
一
対
一
の
命
の
や
り
と
り
な
ど
で
あ
る
。
軍
記
は
武
士
が
書
い
て
武
士
が
読
む
、
軍
事
と
治
世
の
教
科
書
で
あ
っ
た（（
（
。『
石
山
軍
鑑
』
は
そ
の
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号
一
八
伝
統
か
ら
出
る
も
の
で
は
な
い
。
　
軍
記
に
限
ら
ず
、
前
近
代
の
「
書
か
れ
た
も
の
」
の
ほ
と
ん
ど
に
治
者
目
線
が
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
明
和
の
物
書
き
に
は
、
ま
だ
百
姓
の
立
場
で
も
の
を
見
る
習
慣
が
育
っ
て
い
な
い
の
で
、
百
姓
が
主
た
る
読
者
（
聴
き
手
（
に
な
る
と
承
知
し
て
い
る
場
合
で
も
、
愚
か
な
百
姓
と
し
か
書
か
な
い
が
、
実
際
に
明
和
期
の
百
姓
が
み
な
愚
か
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
「
書
か
れ
た
も
の
」
を
読
む
現
代
人
の
側
が
、
と
き
に
は
意
図
的
に
作
者
と
視
線
を
ず
ら
し
て
、「
書
か
れ
た
も
の
」
の
表
現
の
裏
側
を
読
み
取
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
治
者
目
線
を
経
た
被
治
者
の
姿
ば
か
り
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
い
や
、そ
れ
以
前
に
、
作
者
に
と
っ
て
興
味
の
な
い
こ
と
や
、
当
た
り
前
す
ぎ
る
こ
と
は
書
か
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
存
在
さ
え
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
　
本
稿
は
い
わ
ゆ
る
石
山
合
戦（（
（
と
同
じ
か
直
後
の
時
期
に
作
ら
れ
た『
細
川
両
家
記
』
『
越
州
軍
記
』『
信
長
公
記（（
（
』
の
作
者
た
ち
が
、
本
願
寺
や
本
願
寺
門
徒
の
一
揆
を
ど
う
見
て
い
た
か
、
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
　
細
川
両
家
記
一
揆
と
い
え
ば
本
願
寺
　
『
細
川
両
家
記
』
は
、
三
好
氏
の
被
官
で
あ
る
生
島
宗
竹
が
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
（
に
前
半
部
を
、
九
十
二
歳
の
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
（
に
後
半
部
を
記
し
た
と
さ
れ
る
が
、
前
半
部
に
比
べ
て
後
半
部
が
疎
略
に
過
ぎ
、
別
人
の
手
で
書
き
継
が
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（（
（
。
　
前
半
部
で
は
、
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
（、
細
川
晴
元
が
敵
対
す
る
相
手
を
破
る
た
め
「
山
科
本
願
寺
」
に
依
頼
し
て
門
徒
を
蜂
起
さ
せ
る
が
、
後
に
は
強
大
化
し
た
「
一
揆
」
に
苦
し
め
ら
れ
、
六
角
氏
や
「
京
の
法
花ママ
衆
」
と
協
力
し
て
本
願
寺
を
陥
落
さ
せ
る
。
し
か
し
「
一
揆
衆
」
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
「
お
こ
り
」、
伊
丹
城
を
攻
め
よ
う
と
「
尼
女
ま
で
あ
つ
ま
り
」
堀
を
埋
め
る
有
様
で
、
今
度
は
木
沢
長
政
が
法
華
衆
に
協
力
を
要
請
し
た
と
い
う
。
　
本
書
は
「
一
揆
衆
」
が
ど
う
い
う
階
層
の
人
々
か
明
言
し
て
い
な
い
が
、
尼
女
も
参
加
し
て
堀
を
埋
め
た
と
い
う
か
ら
武
士
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
　
本
願
寺
門
徒
は
御
し
き
れ
な
い
。
利
用
す
る
つ
も
り
で
う
っ
か
り
手
を
出
す
と
、
暴
走
さ
れ
て
痛
い
目
に
遭
う
。
他
宗
の
攻
撃
を
受
け
れ
ば
臆
す
る
ど
こ
ろ
か
さ
ら
に
燃
え
上
が
り
、
女
た
ち
ま
で
立
ち
上
が
っ
て
し
ま
う
。
戦
国
武
将
の
ほ
と
ほ
と
手
を
焼
く
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
　
こ
の
部
分
は
現
代
の
歴
史
教
科
書
で
は
法
華
一
揆
と
一
向
一
揆
の
戦
い
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
法
華
宗
徒
は
一
貫
し
て
「
京
中
（
の
（
法
華
衆
」、
本
願
寺
門
徒
は
単
に
「
一
揆
」「
一
揆
衆
」
で
あ
る
。
一
向
衆
・
一
向
一
揆
衆
な
ど
と
は
呼
ば
な
い
。
本
書
で
の
軍
勢
の
呼
称
は
「
阿
波
衆
」「
伊
丹
衆
」
の
よ
う
に
「
地
名
＋
衆
」
の
形
が
一
般
的
で
、
仏
教
に
関
わ
る
軍
勢
と
し
て
は
他
に
「
南
都
僧
坊
衆
」
が
一
例
の
み
出
る
が
、
こ
れ
は
「
地
名
＋
衆
」
の
一
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
　
各
種
の
織
田
信
長
伝
・
徳
川
家
康
伝
（
お
よ
び
こ
れ
ら
と
重
な
る
部
分
を
持
つ
史
軍
記
の
描
く
本
願
寺
と
一
揆
一
九
書
（
で
は
、
一
揆
と
い
え
ば
本
願
寺
で
あ
る
。
信
長
や
家
康
が
生
涯
に
出
会
っ
た
一
揆
の
中
で
、
最
強
の
一
揆
が
本
願
寺
門
徒
の
一
揆
（
石
山
合
戦
・
三
河
永
禄
一
揆
（
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
信
長
伝
・
家
康
伝
で
な
い
本
書
に
お
い
て
、
一
揆
と
い
え
ば
本
願
寺
に
な
っ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
　
法
華
衆
は
京
都
以
外
に
も
存
在
す
る
か
ら「
京
中
」と
限
定
し
た
の
だ
ろ
う
が
、「
一
揆
衆
」
で
地
名
が
入
る
の
は
「
中
島
の
一
揆
衆
」「
河
原
村
一
揆
衆
」
の
二
例
だ
け
で
、
あ
と
は
す
べ
て
「
一
揆
衆
」
で
あ
る
。
作
者
は
「
近
国
の
門
徒
」「
和
泉
・
河
内
・
津
の
国
、
三
ヶ
国
の
一
揆
」
と
し
て
、
複
数
の
地
域
か
ら
門
徒
集
団
が
出
動
し
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、「
地
名
＋
一
揆
衆
」
の
形
に
し
な
い
。
本
願
寺
門
徒
は
居
住
地
に
よ
ら
ず
一
括
り
に
す
る
。
　
三
好
元
長
が
「
一
揆
衆
」
に
攻
め
ら
れ
自
害
し
た
と
い
う
記
事
の
後
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
穴
賢
々
々
」、「
京
の
法
華
宗
」
が
「
山
法
師
」
に
攻
め
ら
れ
て
一
千
余
人
が
死
ん
だ
と
い
う
記
事
の
後
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
」
と
付
加
し
て
い
る
。
本
書
に
は
戦
死
や
自
害
の
記
事
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
文
句
を
付
加
し
た
箇
所
は
他
に
は
な
い
。「
一
揆
衆
」
と
「
京
中
法
華
衆
」
は
阿
弥
陀
信
仰
・
法
華
信
仰
の
徒
と
し
て
対
に
な
っ
て
い
る
。
　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
本
願
寺
門
徒
で
な
く
て
も
唱
え
る
か
ら
、「
穴
賢
々
々
」
が
本
願
寺
門
徒
の
表
示
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
御
文
』
の
最
後
に
付
さ
れ
る
「
あ
な
か
し
こ
〳
〵
」
で
あ
っ
て
、
仏
教
用
語
で
は
な
い
。
経
典
は
す
べ
て
仏
説
（
仏
の
説
い
た
こ
と
（
だ
が
、
本
願
寺
門
徒
は
人
間
の
書
い
た
手
紙（（
（
を
聖
典
と
し
て
崇
め
、
拝
礼
す
る
集
団
な
の
で
あ
る
。
前
半
部
と
後
半
部
の
差
異
　
後
半
部
に
目
を
移
す
と
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
（
の
記
事
に
再
び
本
願
寺
門
徒
が
登
場
す
る
。
三
好
三
人
衆
が
野
田
・
福
島
で
信
長
と
戦
っ
て
い
る
と
、
そ
の
次
は
「
大
坂
」
だ
と
の
風
聞
が
あ
っ
た
と
い
う
。
　
「
大
坂
」
は
本
願
寺
を
指
す
。『
越
州
軍
記
』
や
『
信
長
公
記
』
も
「
本
願
寺
」
で
は
な
く
「
大
坂
」
と
す
る
か
ら
、
本
願
寺
は
一
般
に
「
大
坂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
延
暦
寺
が
「
叡
山
」
や
「
山
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
　
「
大
坂
」
が
寺
内
の
鐘
を
撞
い
て
門
徒
を
召
集
し
た
た
め
、
信
長
方
は
仰
天
し
た
と
い
う
。
九
月
十
二
日
夜
半
に
寺
内
の
鐘
撞
せ
ら
れ
候
へ
は
、
即
人
数
集
け
り
。
信
長
方
仰
天
也
と
云
。
　
『
信
長
公
記
』
は
こ
の
「
人
数
集
ま
る
」
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
を
「
一
揆
蜂
起
」
と
す
る
。
す
で
に
編
成
さ
れ
て
い
る
武
士
団
で
あ
れ
ば
鐘
を
撞
い
て
集
め
る
必
要
は
な
い
か
ら
、「
人
数
が
集
ま
る
」
は
「
一
揆
蜂
起
」
と
同
じ
実
態
を
指
す
の
だ
ろ
う
が（（
（
、
天
文
の
錯
乱
の
記
事
で
あ
れ
ほ
ど
用
い
た
「
一
揆
」「
一
揆
衆
」
の
語
を
、
こ
こ
で
は
一
度
も
用
い
て
い
な
い
。
　
そ
の
理
由
は
前
半
部
と
後
半
部
が
別
人
の
手
に
な
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、
天
文
の
錯
乱
で
は
本
願
寺
門
徒
は
敵
の
立
場
だ
か
ら
「
一
揆
」
を
用
い
、
野
田
・
福
島
の
戦
い
で
は
味
方
の
立
場
だ
か
ら
そ
れ
を
避
け
た
と
い
う
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。『
越
州
軍
記
』
や
『
信
長
公
記
』
で
は
「
一
揆
」
の
語
に
軽
侮
の
気
分
が
ま
と
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号
二
〇
わ
り
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
　
越
州
軍
記
「
衆
」
と
呼
ば
れ
な
い
人
々
　
『
越
州
軍
記
』
の
作
者
は
不
詳
で
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
（
の
奥
書
が
あ
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
（
八
月
の
「
越
州
の
諸
卒
」
の
「
討
死
」
か
ら
朝
倉
義
景
の
「
傷ママ
害
」、
桂
田
長
俊
の
「
滅
亡
」、
富
田
長
繁
の
「
死
亡
」、
平
泉
寺
壊
滅
と
い
う
、「
後
代
ま
で
の
物
語
」
と
な
る
四
年
間
を
描
い
た
と
い
う
。
　
本
書
は
「
一
揆
衆
」
で
な
く
「
一
揆
」
か
「
一
揆
等
」（
い
っ
き
ら
（
と
呼
び
、「
河
北
の
一
揆
」「
大
野
・
南
袋
・
北
袋
・
七
山
家
の
一
揆
等
」
と
い
う
よ
う
に
出
身
地
名
で
表
記
す
る
。
　
真
宗
で
も
三
門
徒
は
「
一
揆
」
と
呼
ん
で
い
な
い
。
府
中
の
町
人
が
「
三
門
徒
衆
」
に
三
千
石
の
所
領
を
約
束
し
て
、「
鯖
江
の
坊
主
」
が
三
千
余
騎
、「
横
腰
の
坊
主
」
が
二
千
余
騎
を
率
い
て
発
向
す
る
と
、「
一
揆
等
」
は
蠅
が
追
わ
れ
る
よ
う
に
逃
げ
去
る
（「
富
田
与
一
揆
合
戦
之
事
」（。
本
書
を
用
い
て
作
ら
れ
た
『
朝
倉
始
末
記
』
で
は
、「
三
門
徒
の
衆
々
」
や
「
高
田
門
徒
」
が
「
一
揆
」（
本
願
寺
門
徒
（
と
戦
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
本
書
に
は
高
田
門
徒
が
登
場
し
な
い
。
真
宗
他
派
に
対
す
る
言
及
は
こ
の
三
門
徒
へ
の
一
例
だ
け
で
、
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
一
例
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、『
細
川
両
家
記
』
と
同
じ
く
一
揆
と
い
え
ば
本
願
寺
で
あ
る
。
　
「
一
揆
」
以
外
の
集
団
に
は
一
般
に
「
衆
」
を
用
い
る
。
巨
刹
平
泉
寺
（
白
山
越
前
馬
場
（
の
衆
徒
は
「
寺
衆
」「
寺
門
衆
」、
本
願
寺
門
徒
で
も
下
間
筑
後
守
・
同
和
泉
守
・
杉
浦
法
橋
・
七
里
三
河
守
な
ど
、
国
外
か
ら
入
っ
た
「
大
将
」
を
集
団
と
し
て
捉
え
る
と
き
は
「
大
将
衆
」、
本
覚
寺
・
専
修
寺
と
い
っ
た
越
前
の
本
願
寺
派
大
坊
は
「
大
坊
主
衆
」
と
呼
ぶ
。
　
「
大
将
」「
大
坊
主
」
に
は
「
衆
」、「
一
揆
」
に
は
「
等
」
と
い
う
接
尾
語
の
別
は
徹
底
し
て
い
る
。「
一
揆
」
は
富
田
を
倒
し
た
後
に
内
部
分
裂
し
て
「
大
将
と
、
大
坊
主
衆
、
一
揆
等
、
其
内
輪
不
和
」
と
な
る
（「
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
る
事
」（。
　
「
等
」
は
中
世
に
は
蔑
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。「
一
揆
」
を
お
と
し
め
る
理
由
は
示
さ
れ
な
い
が
、土
民
・
百
姓
で
あ
る
た
め
な
の
は
各
所
か
ら
読
み
取
れ
る
。「
越
前
の
大
将
筑
後
守
」
と
「
大
坊
主
衆
」
が
「
国
中
在
々
所
々
の
者
ど
も
」
を
発
向
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、「
土
民
等
」
は
、
所
領
を
手
に
入
れ
て
贅
沢
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
戦
え
ば
よ
い
と
言
っ
て
行
こ
う
と
し
な
い
（「
信
長
越
前
へ
御
入
国
之
事
」（。
平
泉
寺
の
「
随
分
の
大
名
坊
主
達
」
は
「
土
民
」
に
鎌
で
首
を
は
ね
ら
れ
（「
平
泉
寺
を
一
揆
等
攻
落
事
」（、
朝
倉
景
鏡
は
「
大
凡
下
の
奴
原
が
手
に
懸
ら
ん
事
、
無
念
な
り
」
と
嘆
く
（「
式
部
大
輔
景
鏡
討
死
之
事
」（。「
一
揆
」
を
構
成
す
る
の
は
土
民
・
百
姓
・
凡
下
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
蔑
称
と
不
可
分
な
の
で
あ
る
。
　
「
一
揆
」
の
人
数
を
数
え
る
際
の
助
数
詞
に
は
基
本
的
に
「
騎
」
を
用
い
る
。
何
人
と
数
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、少
数
で
あ
る（（
（
。
武
具
を
帯
し
馬
を
馳
せ
る
の
だ
か
ら
、
丸
腰
の
農
民
と
い
う
よ
り
、
武
士
と
農
民
の
中
間
に
位
置
す
る
地
侍
・
土
豪
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
本
書
は
彼
ら
も
土
民
・
百
姓
の
中
に
入
れ
軍
記
の
描
く
本
願
寺
と
一
揆
二
一
る
。
も
っ
と
も
、
作
者
の
目
は
、
鎌
を
携
え
た
歩
兵
よ
り
も
武
装
し
た
騎
兵
に
向
き
が
ち
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
際
に
ほ
と
ん
ど
が
騎
兵
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。武
士
前
々
は
雀
の
上
の
鷹
の
如
し
。
今
は
猫
の
下
の
鼠
の
如
し
。
率
爾
に
声
を
も
不
立
。
昔
の
百
姓
下
人
は
小
袖
を
着
て
馬
上
に
て
通
れ
ば
、
主
人
襤
褸
を
着
し
、
自
身
鑓
を
か
た
げ
、
粮
米
を
か
づ
き
つ
れ
て
、
腰
を
く
ゞ
め
て
歩
行
く
。
去
ば
、
賤
が
貴
服
を
き
る
、
是
を
僭
上
と
云
ふ
。
僭
上
無
礼
は
成
国
の
凶
賊
と
、
孔
安
国
が
誡
を
不
知
け
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
。（
中
略
（
武
士
共
は
云
に
不
及
、
僧
法
師
一
寺
住
持
も
、
其
在
所
の
道
場
坊
主
が
弟
子
門
徒
と
な
り
、
朝
暮
参
詣
せ
り
と
云
云
。（「
富
田
与
一
揆
合
戦
之
事
」（
　
百
姓
・
下
人
が
美
服
を
着
て
馬
上
に
ふ
ん
ぞ
り
返
る
。
武
士
は
ぼ
ろ
を
着
て
腰
を
か
が
め
、僧
侶
は
道
場
坊
主
の
弟
子
・
門
徒
と
な
る
。「
賤
が
貴
服
を
き
る
」
か
ら
「
う
た
て
け
れ
」
ま
で
は
『
太
平
記
』
の
千
種
忠
顕
（
素
行
の
悪
い
成
り
上
が
り
者
と
し
て
造
形
さ
れ
る
（
へ
の
評
の
丸
取
り
で
あ
る
。
　
『
信
長
公
記
』
が
越
前
国
は
「
一
揆
持
」
に
な
っ
た
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
本
書
は
百
姓
・
下
人
の
僭
上
無
礼
と
と
ら
え
た
。
道
場
坊
主
が
他
宗
の
僧
侶
を
弟
子
と
し
た
と
い
う
の
も
、「
一
揆
」
に
よ
る
信
仰
強
制
を
批
判
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
百
姓
で
あ
る
道
場
坊
主（（
（
が
、
武
士
に
出
自
す
る
で
あ
ろ
う
他
宗
の
僧
侶
を
弟
子
と
す
る
「
僭
上
」
を
憎
ん
だ
と
解
釈
さ
れ
る
。
　
伝
統
的
な
秩
序
を
代
表
す
る
知
識
と
い
え
ば
和
歌
で
あ
る
。
作
者
は
桂
田
・
平
泉
寺
と
一
揆
を
描
き
分
け
る
の
に
歌
こ
と
ば
を
用
い
た
。
桂
田
の
出
で
立
ち
を
「
朝
顔
の
花
色
綴
の
鎧
の
巳
の
刻
計
に
輝
く
を
着
、
如
露
如
電
の
甲
に
兎
角
の
鍬
形
打
、
泡
影
夢
幻
の
双
の
籠
手
」（「
富
田
弥
六
桂
田
を
退
治
之
事
」（、
平
泉
寺
の
「
院
々
谷
々
衆
」
を
「
初
霜
の
巳
の
刻
計
に
照
光
る
三
枚
甲
白
紋
の
甲
に
、
蟋
蟀
の
角
の
鍬
形
打
て
、
草
葉
の
上
の
白
露
の
嶺
の
嵐
に
一
揉
も
ま
れ
た
る
如
く
な
る
臑
当
し
て
」（
平
泉
寺
を
一
揆
等
攻
落
事
（
な
ど
、
美
し
く
も
は
か
な
い
も
の
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
朝
顔
や
初
霜
や
白
露
を
並
べ
上
げ
た
。
如
露
如
電
・
兎
角
亀
毛
・
泡
影
夢
幻
と
い
っ
た
仏
語
由
来
の
語
が
混
じ
る
点
は
、
作
者
の
出
自
を
暗
示
す
る
。
　
こ
れ
ら
と
対
照
的
に
「
一
揆
」
に
は
一
切
の
歌
語
を
使
用
せ
ず
、「
蜘
蝥
（
蜘
蛛
（
の
網
の
甲
を
着
、
蚊
虻
の
羽
の
大
挙
の
旗
を
さ
し
、
蚯
蚓
の
骨
の
桶
皮
綴
の
臑
当
に
、
鼠
の
角
鍬
形
打
た
る
、
土
龍
の
目
の
か
ゞ
や
く
計
な
る
親
重
代
の
三
尺
七
寸
の
太
刀
を
は
き
」（
平
泉
寺
を
一
揆
等
攻
落
事
（
と
い
う
調
子
で
あ
る
。
蜘
蛛
の
網
の
甲
、
蚊
や
虻
の
羽
の
旗
と
い
う
の
も
気
味
が
悪
い
が
、
蚯
蚓
の
骨
、
鼠
の
角
、
も
ぐ
ら
の
目
と
な
る
と
、
大
桑
斉
の
言
う
「
あ
り
え
な
い
も
の
、
魑
魅
魍
魎
」
と
い
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い（（1
（
。
　
室
町
物
語
の
『
無
明
法
性
合
戦
状
』
で
は
「
真
如
の
法
王
」
と
「
無
明
の
悪
王
」
が
合
戦
し
、
真
如
側
は
「
上
求
菩
提
の
胸
当
に
、
下
化
衆
生
の
鞦
を
懸
」、
無
明
側
は
「
迷
惑
不
順
の
胸
当
に
、
無
慙
不
信
の
鞦
を
懸
け
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
。
戦
物
語
に
は
敵
味
方
を
出
で
立
ち
で
描
き
分
け
る
手
法
が
あ
っ
た
。
作
者
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
、
滅
び
行
く
旧
勢
力
は
伝
統
的
な
歌
語
で
優
美
に
、「
一
揆
」
は
忌
み
嫌
わ
れ
る
虫
や
動
物
の
名
を
用
い
、
人
間
で
な
い
も
の
と
し
て
描
き
分
け
た
。
　
桂
田
は
主
君
の
朝
倉
を
裏
切
っ
て
信
長
に
内
通
し
、出
世
を
勝
ち
取
っ
た
と
し
て
、
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号
二
二
僭
上
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
の
に
、
本
願
寺
門
徒
と
戦
う
場
面
で
は
一
転
し
て
み
や
び
な
歌
語
で
記
さ
れ
る
。
　
平
泉
寺
は
発
掘
調
査
で
多
数
の
舶
来
の
陶
磁
器
が
出
土
し
、
文
献
上
も
妻
帯
僧
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
盛
ん
な
経
済
活
動
や
、
地
侍
・
土
豪
ク
ラ
ス
と
の
深
い
関
わ
り
が
想
像
さ
れ
る
が（（（
（
、
本
書
に
は
僧
侶
の
妻
子
や
百
姓
は
登
場
し
な
い
。
平
泉
寺
に
も
大
勢
存
在
し
な
が
ら
作
者
の
目
に
入
ら
な
い
よ
う
な
人
々
が
、
本
願
寺
門
徒
の
「
一
揆
」
で
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
「
一
揆
等
」
の
信
仰
桂
田
・
富
田
滅
亡
し
て
後
、
越
前
の
国
は
大
坊
主
衆
・
一
揆
等
が
進
退
す
べ
し
と
思
ふ
処
に
、
大
坂
よ
り
下
間
筑
後
守
を
越
州
の
守
護
に
な
し
、
杉
浦
法
橋
を
大
野
の
郡
司
と
し
、
下
間
和
泉
守
を
足
羽
郡
司
と
定
、
七
里
三
河
守
は
上
郡
府
中
辺
を
進
退
せ
り
。
一
揆
等
に
は
国
中
諸
納
所
半
損
に
し
て
是
を
扶
助
と
せ
ら
る
ゝ
間
、
半
国
取
る
心
な
り
。
大
坊
主
衆
も
知
行
を
望
と
云
へ
ど
も
、
大
坂
よ
り
門
徒
の
助
力
を
以
償
ふ
べ
し
と
有
け
る
間
、
武
士
・
百
姓
等
を
弟
子
と
し
、
我
人
衆
と
せ
り
。（
中
略
（
土
民
猶
不
足
に
し
て
云
様
は
、
坊
主
達
は
後
生
を
こ
そ
頼
ま
れ
た
れ
、
下
部
の
如
く
荷
を
持
せ
、
或
は
下
人
の
如
く
鑓
を
か
た
げ
さ
せ
、
召
つ
か
は
る
ゝ
事
、
一
向
不
意
得
次
第
な
り
。
桂
田
・
富
田
を
退
治
し
た
る
事
も
、
国
郡
を
進
退
せ
ん
と
思
ひ
、
我
等
粉
骨
を
尽
し
て
此
国
を
討
取
け
る
に
、
何
も
不
知
上
方
衆
が
下
て
、
国
を
恣
に
致
す
事
、
所
存
の
外
な
り
と
云
て
、（「
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
る
事
」（
　
「
大
坊
主
衆
」
と
「
一
揆
等
」
は
越
前
国
を
思
い
通
り
に
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
「
大
坂
」
に
よ
っ
て
「
一
揆
等
」
は
半
国
分
相
当
、「
大
坊
主
衆
」
は
武
士
・
百
姓
ら
を
「
弟
子
」
と
す
る
こ
と
で
手
を
打
た
さ
れ
る
。「
土
民
」
ら
は
、「
坊
主
達
」
の
「
下
部
」「
下
人
」
の
よ
う
に
荷
物
持
ち
な
ど
に
召
し
使
わ
れ
る
こ
と
や
、「
上
方
衆
」
に
利
益
を
持
っ
て
行
か
れ
る
こ
と
を
怒
り
、
彼
ら
を
討
と
う
と
す
る
。
本
覚
寺
は
先
手
を
打
っ
て
門
徒
ら
を
討
ち
、
寺
の
門
に
は
誰
が
詠
ん
だ
の
か
、「
弥
陀
の
ち
か
ひ
頼
む
坊
主
の
か
が
り
火
は
四
十
八
よ
り
多
く
有
ら
じ
な
」（
阿
弥
陀
如
来
の
四
十
八
願
を
信
じ
る
坊
主
が
焚
く
篝
火
は
、
四
十
八
よ
り
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
（
と
い
う
狂
歌
を
書
い
た
札
が
立
て
ら
れ
る
（「
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
る
事（（1
（
」（。
　
本
願
寺
門
徒
の
信
仰
は
阿
弥
陀
信
仰
だ
が
、
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
特
定
の
「
坊
主
」
の
弟
子
と
な
っ
て
後
生
を
頼
み
、
そ
の
「
坊
主
」
へ
の
労
働
奉
仕
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た（（1
（
。
だ
か
ら
こ
そ
「
道
場
坊
主
」
は
他
宗
の
僧
侶
を
弟
子
に
と
り
、「
大
坊
主
衆
」
は
所
領
が
得
ら
れ
な
く
て
も
多
く
の
弟
子
が
得
ら
れ
れ
ば
よ
し
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
師
匠
の
命
と
あ
れ
ば
無
謀
な
作
戦
で
も
敢
行
す
る
さ
ま
に
、
作
者
が
不
気
味
さ
を
表
明
す
る
場
面
も
あ
る
。「
本
覚
寺
の
衆
」
が
「
坊
主
達
の
仰
」
だ
か
ら
と
「
命
を
塵
芥
よ
り
軽
く
し
て
」
攻
め
込
み
、辺
り
一
面
が
彼
ら
の
血
で
滝
の
よ
う
に
な
っ
て
、
朝
倉
方
の
武
士
た
ち
は
「
気
色
替
て
欺
き
が
た
く
」
感
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（「
朝
倉
兵
庫
助
が
城
落
之
事
」（。
　
も
っ
と
も
、「
一
揆
等
」
が
「
○
○
寺
の
衆
」
の
形
で
記
さ
れ
た
例
は
ご
く
少
な
い
。
軍
記
の
描
く
本
願
寺
と
一
揆
二
三
大
坊
主
殺
害
が
企
て
ら
れ
た
ほ
ど
だ
か
ら
、
越
前
の
大
坊
に
命
を
捨
て
て
帰
依
す
る
タ
イ
プ
は
多
数
派
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
○
○
寺
の
衆
が
○
○
寺
の
坊
主
に
帰
依
す
る
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
各
寺
の
坊
主
が
そ
れ
ぞ
れ
の
門
徒
を
率
い
る
三
門
徒
型
の
蜂
起
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
本
願
寺
門
徒
の
「
一
揆
」
は
、「
大
坂
」
が
「
大
将
」
を
派
遣
し
て
く
る
前
か
ら
地
域
名
で
登
場
し
て
い
た
。
一
揆
の
徒
と
し
て
注
視
さ
れ
る
の
が
本
願
寺
門
徒
だ
け
で
、
真
宗
門
徒
一
般
で
な
い
の
は
、
地
域
的
編
成
や
一
国
規
模
で
の
結
集
を
可
能
に
す
る
、
唯
一
の
本
山
を
持
つ
か
否
か
に
帰
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
し
、
作
者
は
「
一
揆
等
」
に
、
本
願
寺
に
帰
依
す
る
タ
イ
プ
と
、
越
前
の
大
坊
に
帰
依
す
る
タ
イ
プ
の
二
類
型
が
あ
る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
大
坊
主
襲
撃
の
よ
う
に
突
き
詰
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
別
と
し
て
、
平
生
は
ど
ち
ら
へ
の
帰
依
か
を
峻
別
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
一
揆
等
」
は
本
願
寺
の
命
令
に
よ
っ
て
越
前
入
り
し
た
下
間
筑
後
ら
も
襲
撃
す
る
（「
従
大
坂
越
前
守
護
職
居
置
る
事
」（。
大
多
数
は
「
大
坊
主
」
の
み
な
ら
ず
「
大
坂
」
に
も
盲
従
せ
ず
、
自
ら
の
意
思
で
行
動
し
て
い
た
と
作
者
は
受
け
止
め
て
い
る
。
真
宗
は
「
仏
教
」
か
　
作
者
は
信
長
称
賛
を
こ
と
と
し
な
い
。
一
揆
壊
滅
後
の
残
党
狩
り
に
つ
い
て
、
羽
柴
秀
吉
・
柴
田
勝
家
・
明
智
光
秀
・
丹
羽
長
秀
ら
信
長
麾
下
の
高
名
な
武
将
た
ち
の
名
を
並
べ
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
。
惣
じ
て
此
勢
押
通
る
に
、
元
来
無
体
の
兵
ど
も
な
れ
ば
、
民
屋
は
沙
汰
に
不
及
、
神
社
仏
閣
焼
払
ひ
、
木
草
の
一
本
も
な
か
り
け
り
。（「
諸
勢
山
林
を
捜
し
一
揆
等
誅
罰
之
事
」（
　
十
万
も
の
大
軍
を
な
し
て
焼
尽
・
殺
戮
し
つ
つ
「
押
通
る
」
織
田
勢
も
、「
元
来
無
体
の
兵
ど
も
」
と
す
る
。
僭
上
無
礼
を
憎
む
人
で
あ
れ
ば
、
信
長
が
越
前
ま
で
版
図
に
入
れ
、
都
で
高
位
高
官
を
得
る
の
を
厭
う
て
も
不
思
議
は
な
い
。
　
作
者
は
「
国
家
安
全
」「
君
臣
水
魚
」
で
あ
っ
た
朝
倉
治
下
の
昔
を
慕
い
つ
つ
、
敗
軍
と
滅
亡
の
記
録
を
積
み
重
ね
た
後
に
、
上
下
二
巻
の
ま
と
め
と
し
て
「
貴
賤
貧
福
前
業
に
よ
る
事
」
の
一
段
を
置
い
た
。
孔
子
・
荘
子
は
貧
福
貴
賤
を
自
然
の
所
作
と
す
る
が
、「
仏
教
」
で
は
前
業
に
よ
る
と
考
え
る
か
ら
、
因
果
の
理
を
わ
き
ま
え
ず
に
悪
念
悪
行
に
ふ
け
る
の
で
な
く
、善
根
を
積
む
べ
き
で
あ
る
と
長
々
と
説
い
て
、
よ
う
や
く
擱
筆
す
る
。
　
作
者
は
「
仏
教
」
の
徒
と
自
己
規
定
し
て
い
る
ら
し
い
。
な
る
ほ
ど
、『
盂
蘭
盆
経
』
引
用
の
際
に
用
い
て
い
る
「
経
に
曰
」
は
、
僧
侶
以
外
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
言
葉
で
あ
る
。
歌
語
を
好
み
、
狂
歌
を
詠
み
、
漢
詩
を
作
り
、
儒
学
用
語
を
多
用
し
、
稚
児
た
ち
の
美
を
讃
え
る
。
越
前
で
の
出
来
事
の
い
ち
い
ち
に
年
月
日
や
人
名
を
明
示
で
き
る
ほ
ど
、
詳
細
で
正
確
な
資
料
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら（（1
（
、
僧
侶
で
は
あ
る
が
、
修
行
一
途
、
信
仰
一
途
で
は
な
く
、
武
家
の
間
を
周
旋
し
つ
つ
教
養
人
・
社
交
人
と
し
て
生
き
て
い
た
、
室
町
時
代
風
の
僧
侶
で
は
な
か
ろ
う
か（（1
（
。
　
貧
賤
に
生
ま
れ
た
者
は
貧
賤
の
ま
ま
、
恨
ま
ず
嘆
か
ず
、
己
に
可
能
な
善
根
を
積
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号
二
四
む
べ
き
で
あ
る
と
作
者
は
考
え
る
。「
仏
教
」
は
貴
で
あ
り
福
で
あ
る
人
々
の
も
の
で
あ
っ
た
。
土
民
・
百
姓
が
暴
力
を
も
っ
て
旧
秩
序
を
破
壊
し
、国
外
か
ら
押
し
入
っ
た
武
士
た
ち
に
妻
子
を
含
め
て
虐
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
子
細
に
描
き
続
け
た
末
に
、
前
世
の
因
縁
に
逆
ら
う
の
は
「
悪
念
」「
悪
行
」
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う
。「
仏
教
」
徒
で
あ
る
作
者
に
は
、
被
治
者
が
「
福
」
を
得
た
い
と
い
う
欲
望
を
抱
き
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
集
団
行
動
を
取
る
な
ど
、
お
よ
そ
異
世
界
の
話
な
の
で
あ
る
。
　
も
っ
と
も
、
百
姓
か
ら
み
て
も
旧
来
の
「
仏
教
」
は
異
世
界
で
あ
ろ
う
と
、
作
者
は
受
け
と
め
て
い
る
。
作
者
の
用
い
る
比
喩
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
陳
腐
だ
が
、「
一
揆
等
」
が
平
泉
寺
の
「
坊
主
ど
も
」
に
「
過
分
の
所
領
」
を
取
ら
せ
る
の
は
無
益
だ
と
言
っ
て
、「
歯
に
血
を
付
て
」
焼
き
討
ち
を
主
張
し
た
（「
波
多
野
玉
泉
坊
傷
害
之
事
」（
と
は
、
野
卑
な
笑
い
声
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
見
事
な
比
喩
で
あ
る
。
三
　
信
長
公
記
「
一
揆
」
へ
の
恐
怖
と
軽
侮
　
『
信
長
公
記
』
は
太
田
牛
一
が
信
長
上
洛
か
ら
本
能
寺
の
変
ま
で
の
十
五
年
間
の
事
跡
を
時
系
列
を
追
っ
て
記
録
し
た
も
の
だ
が
、
顕
如
・
教
如
の
大
坂
退
出
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
出
来
事
に
関
し
て
は
、
事
前
に
別
稿
・
草
稿
が
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（1
（
。
　
本
書
に
は
本
願
寺
門
徒
の
一
揆
と
そ
う
で
な
い
一
揆
（
い
わ
ゆ
る
伊
賀
惣
国
一
揆
や
信
州
の
芋
川
一
揆
な
ど
（
の
両
方
が
登
場
す
る
が
、
質
・
量
と
も
に
、
前
者
に
関
す
る
記
述
が
後
者
を
は
る
か
に
圧
倒
す
る
。
ど
ち
ら
も
「
一
揆
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
一
揆
ど
も
」
も
あ
る
が
少
数
で
あ
る
。
　
本
書
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
『
甫
庵
信
長
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
信
長
伝
で
は
、蔑
称
を
付
し
た
「
一
揆
ど
も
」「
一
揆
ば
ら
」、さ
ら
に
は
「
賊
徒
」「
凶
徒
」「
凶
賊
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。
本
書
は
基
本
的
に
蔑
称
を
付
さ
な
い
点
で
特
筆
さ
れ
る
が
、
一
揆
蔑
視
は
各
所
に
窺
わ
れ
る
。
　
元
亀
元
年
九
月
二
十
三
日
、
信
長
が
摂
津
か
ら
都
へ
戻
ろ
う
と
す
る
と
「
一
揆
」
が
蜂
起
し
て
江
口
川
の
渡
し
船
を
隠
し
、「
稲
麻
竹
葦
な
ん
ど
の
如
く
、
過
半
竹
鑓
を
持
つ
て
、
江
口
川
の
向
ひ
を
大
坂
堤
へ
付
き
て
叫
喚
」
し
た
が
「
異
事
な
し
」。
十
月
二
十
日
に
は
江
州
の
「
大
坂
門
家
の
者
、
一
揆
を
お
こ
し
」、
尾
濃
の
通
路
を
封
鎖
し
た
が
、
こ
れ
も
「
百
姓
な
ど
の
儀
に
候
間
、
物
の
数
に
て
員
な
ら
ず
」。
木
下
藤
吉
郎
ら
が
「
一
揆
ど
も
切
り
捨
て
」
つ
つ
、
志
賀
の
信
長
の
も
と
へ
駆
け
つ
け
る
と
、
信
長
は
城
か
ら
眺
め
て
、
謀
叛
が
起
き
た
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
た
が
、
藤
吉
郎
ら
と
知
っ
て
大
い
に
喜
び
、
陣
内
は
戦
意
高
揚
し
た
。
だ
が
、
十
一
月
十
六
日
に
は
信
長
が
志
賀
か
ら
動
け
な
い
の
を
見
澄
ま
し
て
、
長
島
で
「
一
揆
」
が
蜂
起
し
、
二
十
一
日
に
織
田
彦
七
が
「
一
揆
の
手
に
か
ゝ
り
候
て
は
御
無
念
と
思
食
し
」
自
害
し
た
と
い
う
。
　
本
書
で
も
「
一
揆
」
は
「
百
姓
」
で
あ
る
。
江
口
の
渡
で
は
、「
一
揆
」
は
稲
麻
竹
葦
（
ぎ
っ
し
り
群
が
る
さ
ま
（
だ
が
半
数
も
武
装
し
て
い
な
い
、
竹
槍
を
握
っ
て
軍
記
の
描
く
本
願
寺
と
一
揆
二
五
喚
き
叫
ぶ
だ
け
だ
か
ら
何
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
書
い
た
直
後
に
、
信
長
ら
が
江
口
川
を
渡
れ
た
こ
と
を
「
奇
特
」
と
書
い
て
い
る
。
無
事
な
渡
河
が
神
仏
の
恩
恵
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
危
機
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。江
州
の
一
揆
も
、「
百
姓
」
だ
か
ら
頭
数
が
多
い
だ
け
で
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
記
す
そ
ば
か
ら
、
望
見
し
て
緊
張
感
を
高
め
る
信
長
や
城
兵
に
言
及
す
る
。
そ
し
て
つ
い
に
信
長
の
弟
の
信
興
が
、
一
揆
の
手
に
か
か
る
の
を
無
念
と
思
っ
て
腹
を
切
っ
た
と
記
す
。
　
信
長
讃
頌
の
た
め
に
は
相
手
が
強
敵
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
し
た
い
が
、
天
下
の
信
長
が
「
百
姓
」
を
相
手
に
真
剣
勝
負
を
し
た
と
は
書
き
た
く
な
い
。
二
つ
の
気
持
ち
の
間
で
揺
れ
な
が
ら
、
作
者
は
矛
盾
し
た
文
章
を
綴
り
続
け
る
。
　
な
お
、
天
草
島
原
一
揆
（
島
原
の
乱
（
の
際
、
一
揆
の
徒
が
毎
夜
領
主
方
の
城
壁
の
下
に
や
っ
て
来
て
喚
き
立
て
た
と
、
細
川
忠
利
が
報
告
し
て
い
る
。
一
揆
の
持
つ
槍
は
だ
い
た
い
片
刃
で
、
中
に
は
小
脇
差
を
五
寸
回
り
ほ
ど
の
竹
に
は
め
込
み
、
藤
で
巻
い
て
持
っ
て
い
る
者
も
い
た
と
い
う
報
告
も
あ
る（（1
（
。
時
代
も
場
所
も
異
な
る
二
つ
の
一
揆
で
、
類
似
の
行
動
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
丸
腰
に
近
い
大
勢
が
頭
数
を
頼
ん
で
威
嚇
の
罵
声
を
上
げ
続
け
、
敵
を
精
神
的
に
追
い
詰
め
る
と
い
う
、
一
揆
な
ら
で
は
の
戦
法
が
あ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
「
一
揆
」
と
「
大
坂
」
の
関
係
　
『
細
川
両
家
記
』
に
本
願
寺
が
鐘
を
撞
い
た
の
で
人
が
集
ま
っ
た
と
あ
る
部
分
を
、
本
書
は
夜
中
に
手
を
出
し
、
ろ
う
の
岸
・
川
口
両
所
の
御
取
出
へ
大
坂
よ
り
鉄
炮
を
打
ち
入
れ
、
一
揆
蜂
起
候
と
雖
も
、
異
る
子
細
な
く
候
。（
元
亀
元
年
九
月
十
三
日
条
（
と
し
た
。「
大
坂
」
が
蜂
起
を
命
じ
た
と
は
し
て
い
な
い
。
　
他
の
箇
所
で
も
「
江
州
に
こ
れ
あ
る
大
坂
門
家
の
者
、
一
揆
を
お
こ
し
」（
元
亀
元
年
十
月
二
十
日
条
（、「
尾
州
河
内
長
島
よ
り
一
揆
蜂
起
候
て
」（
元
亀
三
年
七
月
二
十
四
日
条
（
な
ど
、
門
徒
の
自
主
的
蜂
起
に
見
え
る
書
き
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
天
正
十
年
三
月
十
一
日
条
に
は
「
大
坂
」
開
城
後
の
「
一
揆
」
が
記
録
さ
れ
、
自
主
的
と
い
う
よ
り
本
願
寺
か
ら
自
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
だ
が
、
本
願
寺
以
外
の
者
が
主
語
と
な
る
場
面
で
は
、
自
主
的
蜂
起
で
な
い
こ
と
を
明
記
し
た
例
が
い
く
つ
か
見
い
だ
せ
る
。「
浅
井
備
前
、鯰
江
の
城
へ
人
数
を
入
れ
、
市
原
の
郷
一
揆
を
催
し
」（
元
亀
元
年
五
月
十
九
日
条
（、「
佐
々
木
承
禎
父
子
、
江
州
南
郡
所
々
一
揆
を
催
し
」（
同
六
月
四
日
条
（
な
ど
、領
主
が
領
民
に
命
じ
て
「
一
揆
」
を
起
こ
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。
　
ま
た
、
本
願
寺
門
徒
の
「
一
揆
」
で
も
、「
大
坂
」
が
「
一
揆
」
を
蜂
起
さ
せ
た
と
す
る
二
例
が
あ
る
。
巻
十
三
「
天
正
八
年
庚
辰
八
月
二
日　
新
門
跡
大
坂
退
出
の
次
第
」
の
中
の
、「（
顕
如
は
（
長
袖
の
身
な
が
ら
一
揆
蜂
起
せ
し
め
」
と
「
即
時
に
一
揆
を
催
し
」
で
あ
る
。
　
ま
ず
、「
長
袖
の
身
な
が
ら
一
揆
蜂
起
せ
し
め
」
は
、
前
述
の
「
夜
中
に
手
を
出
し
～
一
揆
蜂
起
候
と
雖
も
」
と
同
じ
「
一
揆
」
を
指
す
。
自
主
的
な
蜂
起
の
よ
う
に
書
い
た
と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
は
顕
如
が
蜂
起
さ
せ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号
二
六
「
即
時
に
一
揆
を
催
し
」
は
、
信
長
が
天
王
寺
に
相
城
を
構
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
ぐ
さ
ま
「
一
揆
」
を
催
し
、「
天
王
寺
へ
差
し
懸
け
」
て
原
田
備
中
守
な
ど
織
田
方
の
「
歴
々
」
を
討
ち
取
っ
た
と
す
る
。「
大
坂
」
の
的
確
な
判
断
と
「
一
揆
」
の
即
応
体
制
が
相
俟
っ
て
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
を
、誇
り
高
く
書
き
立
て
た
一
文
で
あ
る
。
　
実
は
巻
十
三
の
「
新
門
跡
大
坂
退
出
の
次
第
」
そ
の
も
の
が
特
殊
な
の
で
あ
る
。
文
体
か
ら
し
て
本
書
の
他
の
部
分
と
ま
っ
た
く
異
な
る
美
文
で
あ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、「
新
門
跡
」
教
如
が
大
坂
を
退
出
し
て
ま
も
な
い
天
正
八
年
の
う
ち
に
、
教
如
派
の
誰
か
が
名
文
家
の
太
田
牛
一
に
こ
の
文
章
を
誂
え
、牛
一
が
後
に
そ
れ
を『
信
長
公
記
』
に
使
い
回
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（1
（
。
　
「
新
門
跡
大
坂
退
出
の
次
第
」
を
少
し
細
か
く
見
て
い
こ
う
。
作
者
は
冒
頭
で
「
大
坂
」
受
け
取
り
の
任
に
当
た
っ
た
勅
使
と
、
信
長
よ
り
加
え
ら
れ
た
使
者
の
名
を
列
記
し
た
後
に
、
言
葉
を
尽
し
て
在
り
し
日
の
「
大
坂
」
を
褒
め
称
え
る
。
抑
も
大
坂
は
凡
そ
日
本
一
の
境
地
な
り
。
其
子
細
は
、
奈
良
・
堺
・
京
都
に
程
近
く
、
殊
更
、
淀
・
鳥
羽
よ
り
大
坂
城
戸
口
ま
で
舟
の
通
ひ
直
に
し
て
、
四
方
に
節
所
を
抱
へ
、
北
は
賀
茂
川
・
白
川
・
桂
川
・
淀
・
宇
治
川
の
大
河
の
流
れ
幾
重
共
な
く
、
二
里
・
三
里
の
内
、
中
津
川
・
吹
田
川
・
江
口
川
・
神
崎
川
引
廻
ら
し
、
東
南
は
尼
上
が
嵩
・
立
田
山
・
生
駒
山
・
飯
盛
山
の
遠
山
の
景
気
を
見
送
り
、
麓
は
道
明
寺
川
・
大
和
川
の
流
に
新
ひ
ら
き
の
淵
、
立
田
の
谷
水
流
れ
合
ひ
、
大
坂
の
腰
ま
で
三
里
・
四
里
の
間
、
江
と
川
と
つ
ゞ
ひ
て
渺
々
と
引
き
ま
は
し
、
西
は
滄
海
漫
々
と
し
て
、
日
本
の
地
は
申
す
に
及
ば
ず
、
唐
土
・
高
麗
・
南
蛮
の
舟
海
上
に
出
入
り
、
五
畿
七
道
集
り
て
売
買
利
潤
富
貴
の
湊
な
り
。（
傍
線
部
と
網
掛
け
に
つ
い
て
は
後
述
（
　
日
本
一
の
湊
に
「
一
流
水
上
の
御
堂
」
が
「
こ
う
こ
う
」（
煌
々
？
浩
々
？
（
と
聳
え
立
つ
。
巨
大
な
寺
院
は
天
皇
や
公
家
や
武
家
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
清
ら
か
に
鎮
も
る
も
の
だ
が
、こ
の
寺
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
近
国
の
門
徒
が「
馳
せ
集
ま
り
」、
は
る
ば
る
加
賀
か
ら
「
一
流
」
仲
間
の
城
造
り
の
職
人
を
呼
び
寄
せ
て
造
り
上
げ
た
、
下
々
の
者
た
ち
の
数
の
力
で
成
り
立
つ
寺
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
後
、
作
者
は
水
に
縁
の
あ
る
と
こ
ろ
で
「
一
蓮
托
生
」
や
「
弘
誓
の
船
」
と
い
っ
た
仏
語
を
持
ち
出
し
、「
家
門
長
久
」
の
様
子
を
歌
い
上
げ
た
。「
水
上
の
御
堂
」
と
「
売
買
利
潤
富
貴
の
湊
」
が
一
体
化
し
て
、
弘
誓
の
舟
も
南
蛮
船
も
入
り
、
賑
や
か
に
現
世
の
隆
盛
を
謳
歌
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、「
天
魔
の
所
為
」
に
よ
り
「
信
長
公
」
が
野
田
・
福
島
を
攻
撃
し
た
。
顕
如
が
「
一
揆
」
を
蜂
起
さ
せ
信
長
を
撤
退
さ
せ
た
が
、そ
の
と
き
の
遺
恨
か
、五
年
前
の
夏
に
「
当
寺
仏
詣
の
輩
」
を
妨
害
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
　
「
大
坂
」
が
「
一
揆
」
を
蜂
起
さ
せ
た
と
す
る
二
つ
の
例
外
的
表
現
は
、
徹
底
抗
戦
を
主
張
し
た
教
如
派
の
意
向
を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
願
寺
が
門
徒
に
戦
闘
を
命
じ
て
き
た
歴
史
を
明
記
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
者
が
願
う
な
ら
、
そ
の
願
い
を
活
か
す
の
が
文
筆
業
者
の
腕
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
当
の
本
願
寺
が
一
揆
蜂
起
を
誇
る
の
だ
か
ら
、「
新
門
跡
大
坂
退
出
の
次
第
」
以
外
の
各
巻
で
も
、「
大
坂
」
が
蜂
起
を
命
じ
た
と
書
い
て
悪
い
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
自
主
的
な
蜂
起
の
よ
う
に
書
き
通
し
た
の
は
、作
者
が
「
大
坂
」
と
「
一
揆
」
の
関
係
を
、
領
主
と
領
民
の
間
に
見
ら
れ
る
命
令
と
服
従
の
関
係
と
は
異
な
る
性
格
軍
記
の
描
く
本
願
寺
と
一
揆
二
七
と
捉
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
大
坂
」
が
命
じ
、
門
徒
が
蜂
起
し
た
場
合
で
も
、
作
者
は
門
徒
が
自
ら
大
坂
の
命
に
従
い
蜂
起
す
る
道
を
選
択
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
　
作
者
は
百
姓
た
ち
の
寺
と
承
知
の
上
で
「
大
坂
」
を
「
仏
法
」
の
範
疇
に
入
れ
、「
仏
法
繁
昌
の
霊
地
」
と
呼
ん
だ
。『
越
州
軍
記
』
の
作
者
の
よ
う
に
は
本
願
寺
門
徒
を
人
外
の
存
在
と
見
做
さ
な
い
。
た
だ
し
、「
だ
い
う
す
門
徒
」
の
高
山
右
近
が
「
仏
法
繁
昌
す
べ
き
」
道
を
進
む
た
め
、
人
質
を
見
殺
し
に
し
て
ま
で
織
田
方
に
つ
い
た
と
す
る
か
ら
（
天
正
六
年
十
一
月
九
日
条
（、
作
者
の
「
仏
法
」
が
キ
リ
シ
タ
ン
ま
で
含
む
広
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る（（1
（
。
地
方
の
大
坊
と
本
願
寺
　
本
書
唯
一
の
「
本
願
寺
」
使
用
例
は
、
天
正
二
年
七
月
十
三
日
の
長
島
陥
落
の
場
面
に
あ
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
隣
国
の
侫
人
・
凶
徒
等
相
集
り
住
宅
し
、
当
寺
崇
敬
す
。
本
願
寺
念
仏
修
行
の
道
理
を
ば
本
と
せ
ず
、
学
文
無
智
の
故
、
栄
花
に
誇
り
、
朝
夕
乱
舞
に
日
を
暮
し
、
俗
儀
を
構
へ
、
数
ヶ
所
端
城
を
拵
へ
、
国
方
の
儀
を
蔑
如
に
持
扱
、
御
法
度
を
背
き
、
御
国
に
て
御
折
檻
の
輩
を
も
能
き
隠
家
と
抱
へ
置
き
、
御
領
知
方
押
領
致
す
に
依
つ
て
、
　
「
当
寺
」
は
長
島
願
証
寺
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
部
分
よ
り
前
に
願
証
寺
は
出
な
い
。
も
と
も
と
の
原
稿
に
は
書
い
て
あ
っ
た
が
、編
集
・
推
敲
の
段
階
で
誤
っ
て
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
相
当
に
考
え
、練
っ
た
末
の
文
章
な
の
で
あ
る
。
　
そ
の
練
ら
れ
た
文
章
に
よ
れ
ば
、長
島
で
は
人
々
が
も
っ
ぱ
ら
願
証
寺
を
崇
敬
し
、
「
本
願
寺
念
仏
修
行
の
道
理
」
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
。
学
問
が
な
く
贅
沢
を
好
み
、
軍
備
を
調
え
て
領
主
の
命
令
に
従
わ
ず
、
罪
人
を
隠
し
置
き
、
土
地
を
押
領
し
た
と
い
う
。
　
繁
華
な
湊
は
人
々
に
贅
沢
を
提
供
す
る
反
面
、
静
か
な
学
問
の
雰
囲
気
か
ら
は
遠
ざ
け
る
も
の
で
あ
る
。「
大
坂
」
の
繁
栄
を
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
描
き
な
が
ら
、
長
島
の
門
徒
の
無
学
や
贅
沢
を
批
判
す
る
の
は
矛
盾
で
あ
る
。「
大
坂
」
は
「
一
揆
」
を
蜂
起
さ
せ
雄
々
し
く
戦
っ
た
と
褒
め
る
の
に
、
長
島
で
は
「
侫
人
」「
緩
怠
」「
狼
籍
」
と
呼
ぶ
の
も
矛
盾
で
あ
る
。
本
願
寺
の
聖
典
で
あ
る
『
五
帖
御
文
』
に
、
王
法
を
先
と
し
て
仏
法
は
内
心
に
秘
め
よ
、
守
護
・
地
頭
を
疎
略
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
事
実
だ
が（11
（
、
本
山
は
こ
れ
を
無
視
し
て
よ
く
、
長
島
は
聖
典
通
り
に
振
る
舞
え
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
長
島
の
立
地
を
説
明
し
た
文
章
を
、「
新
門
跡
大
坂
退
出
の
次
第
」
の
大
坂
褒
め
の
文
章
（
前
掲
（
と
比
べ
て
み
よ
う
。
抑
尾
張
国
河
内
長
島
と
申
す
は
隠
れ
な
き
節
所
な
り
。
濃
州
よ
り
流
出
る
川
余
多
あ
り
。
岩
手
川
・
大
滝
川
・
今
洲
川
・
真
木
田
川
・
市
の
瀬
川
・
く
ん
ぜ
川
・
山
口
川
・
飛
騨
川
・
木
曾
川
・
養
老
の
滝
、
此
外
山
々
の
谷
水
の
流
れ
末
に
て
落
合
ひ
、
大
河
と
な
つ
て
、
長
島
の
東
北
西
五
里
・
三
里
の
内
、
幾
重
共
な
く
引
廻
し
、
南
は
海
上
漫
々
と
し
て
、
四
方
の
節
所
申
す
は
中
々
愚
な
り
。
　
固
有
名
詞
を
列
挙
し
（
河
川
名
な
ど
＝
網
掛
け
部
分
（、
ま
っ
た
く
同
じ
か
、
よ
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号
二
八
く
似
た
語
句
（
傍
線
部
（
を
用
い
て
説
明
す
る
。
大
坂
と
長
島
が
似
た
地
形
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
作
者
は
長
島
を
小
大
坂
と
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
大
坂
に
本
願
寺
と
い
う
核
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
長
島
に
は
願
証
寺
と
い
う
核
が
あ
っ
た
。
尾
張
や
伊
勢
の
門
徒
が
こ
の
寺
を
崇
敬
し
、「
本
願
寺
」
を
軽
ん
じ
た
結
果
、
信
仰
が
歪
ん
で
悪
が
は
び
こ
っ
た
と
作
者
は
主
張
す
る
。
　
こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
、
す
で
に
「
大
坂
」
は
塵
芥
と
な
り
、
本
願
寺
の
脅
威
は
去
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
願
寺
門
徒
が
地
方
で
独
自
に
一
揆
を
起
こ
し
続
け
て
し
ま
う
よ
う
で
は
、
治
者
は
安
心
で
き
な
い
か
ら
、
本
山
以
上
に
崇
敬
さ
れ
て
い
た
地
方
大
坊
の
記
憶
を
美
し
く
保
つ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
武
士
に
膝
を
屈
し
た
本
山
に
は
、
唯
一
無
二
の
本
山
と
な
っ
て
貰
わ
な
け
れ
ば
困
る
の
で
あ
る
。
四
　
軍
記
の
描
い
た
「
大
坂
」
と
「
一
揆
」
　
石
山
合
戦
と
同
時
代
の
軍
記
は
本
願
寺
門
徒
の
一
揆
を
ど
う
見
て
い
た
か
。
　
第
一
に
、
土
民
・
百
姓
の
自
主
的
な
蜂
起
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
呉
座
勇
一
が
強
調
す
る
よ
う
に
、「
一
揆
」
の
本
来
の
意
味
は
文
字
通
り
揆
（
道
、
方
法
（
を
一
に
す
る
こ
と
、
上
下
関
係
で
な
く
平
等
な
関
係
に
あ
る
人
々
が
一
致
団
結
す
る
こ
と
だ
か
ら（1（
（
、
自
主
性
は
も
と
よ
り
含
意
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
百
姓
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
複
数
の
軍
記
に
登
場
す
る
著
名
な
一
揆
は
、
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
伴
う
肥
後
国
人
一
揆
や
梅
北
一
揆
、
奥
州
仕
置
に
伴
う
葛
西
大
崎
一
揆
や
和
賀
一
揆
な
ど
、
本
願
寺
門
徒
で
な
い
領
主
層
の
一
揆
で
あ
る（11
（
。
　
軍
記
は
武
士
が
武
士
の
た
め
に
著
す
書
物
で
あ
る
。
通
常
は
武
士
に
興
味
を
集
中
さ
せ
、
特
別
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、
戦
う
百
姓
を
描
こ
う
と
は
し
な
い
。
特
別
な
理
由
と
は
、た
と
え
ば
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
（
の
序
文
を
有
す
る
『
東
国
太
平
記
』
で
、
上
杉
遺
民
一
揆
の
際
に
旧
主
を
慕
う
「
民
百
姓
」
が
直
江
兼
続
に
勧
め
ら
れ
、
「
在
々
み
な
一
揆
を
起
し
」
た
と
あ
る
よ
う
に
、
智
将
が
百
姓
を
上
手
く
煽
動
し
た
事
例
と
し
て
後
学
の
参
考
に
な
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。『
石
山
軍
鑑
』
で
架
空
の
軍
師
が
門
徒
の
百
姓
を
手
足
の
よ
う
に
使
い
こ
な
し
て
信
長
を
苦
し
め
る
の
も
、
こ
れ
と
同
類
で
あ
ろ
う
。
　
だ
が
、『
細
川
両
家
記
』『
越
州
軍
記
』『
信
長
公
記
』
の
三
書
は
、
百
姓
の
一
揆
に
紙
数
を
費
や
し
た
。「
一
揆
等
」「
一
揆
ど
も
」
と
軽
侮
し
な
が
ら
も
、
詳
細
に
記
録
す
べ
き
だ
と
判
断
し
た
、
作
者
た
ち
の
強
い
危
機
感
を
ま
ず
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
百
姓
の
自
主
的
な
蜂
起
は
、
作
者
と
同
類
で
あ
る
武
士
の
蜂
起
と
違
っ
て
、
丸
腰
同
然
で
あ
っ
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
第
二
に
、本
願
寺
を
信
奉
す
る
阿
弥
陀
信
仰
の
徒
の
蜂
起
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
う
百
姓
の
姿
の
書
か
れ
る
の
が
例
外
的
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
集
団
が
特
定
の
信
仰
を
持
つ
者
の
集
団
と
し
て
記
さ
れ
る
の
も
極
め
て
珍
し
い
。『
越
州
軍
記
』
に
は
平
泉
寺
壊
滅
、『
信
長
公
記
』
に
は
比
叡
山
・
根
来
寺
の
討
伐
や
高
野
聖
誅
殺
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
寺
の
教
義
や
信
仰
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
。
　
平
泉
寺
・
比
叡
山
・
根
来
寺
・
高
野
山
と
い
っ
た
巨
大
寺
院
の
本
来
的
な
職
務
は
、
仏
教
の
力
で
治
世
を
援
け
る
こ
と
で
あ
る
。
治
者
（
軍
記
の
作
者
・
読
者
（
に
と
っ
軍
記
の
描
く
本
願
寺
と
一
揆
二
九
て
は
霊
験
の
有
無
が
肝
要
で
、
教
義
は
僧
侶
が
知
っ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
古
来
の
聖
教
の
焼
失
が
重
大
事
と
し
て
記
さ
れ
る
場
合
も
、
聖
教
の
名
称
や
内
容
に
は
関
心
が
示
さ
れ
な
い
。
　
そ
れ
に
対
し
て
、
本
願
寺
門
徒
が
阿
弥
陀
信
仰
の
徒
で
あ
る
こ
と
は
、
三
つ
の
軍
記
と
も
に
記
さ
れ
、
そ
の
信
仰
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
信
仰
自
体
は
各
宗
に
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、
本
願
寺
門
徒
の
そ
れ
は
阿
弥
陀
信
仰
と
端
的
に
指
摘
で
き
る
阿
弥
陀
信
仰
で
あ
る
。
専
修
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
外
部
の
者
に
も
阿
弥
陀
信
仰
の
徒
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
で
は
な
い
と
一
目
瞭
然
の
者
た
ち
の
一
揆
な
の
で
あ
る
。
　
彼
ら
は
ま
た
阿
弥
陀
如
来
を
祀
る
な
ら
ど
こ
の
寺
で
も
よ
い
の
で
は
な
く
、
本
願
寺
を
唯
一
の
本
山
と
す
る
。
在
所
の
大
坊
や
道
場
に
通
っ
て
い
る
者
も
、
み
な
本
願
寺
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
地
域
別
の
編
成
や
広
域
的
な
結
集
を
可
能
に
し
て
い
る
。
　
生
身
の
人
間
に
対
す
る
信
仰
が
指
摘
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
集
団
の
阿
弥
陀
信
仰
の
特
徴
で
あ
る
。『
細
川
両
家
記
』
で
は
書
簡
文
を
信
奉
す
る
姿
が
注
目
さ
れ
、『
越
州
軍
記
』
で
は
門
徒
が
坊
主
た
ち
に
後
生
を
頼
ん
だ
と
さ
れ
る
。『
信
長
公
記
』
で
長
島
の
願
証
寺
が
尾
張
・
伊
勢
の
門
徒
に
尊
崇
さ
れ
、
本
願
寺
の
教
義
を
歪
め
て
い
る
と
さ
れ
る
の
も
、
越
前
と
同
じ
状
態
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
師
匠
（
善
知
識
（
を
如
来
と
観
じ
て
帰
依
す
る
善
知
識
信
仰
は
、
本
願
寺
教
団
で
は
阿
弥
陀
如
来
の
化
身
を
本
願
寺
住
職
に
絞
り
込
む
形
に
再
構
成
さ
れ
、
村
上
専
精
が
夙
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
法
主
神
聖
の
観
念
」
が
教
団
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く（11
（
。
と
は
い
え
実
際
に
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
知
識
帰
命
（
生
き
て
い
る
師
匠
を
如
来
と
見
て
帰
依
す
る
こ
と
（
や
一
益
法
門
（
現
世
で
仏
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
（
の
異
義
が
問
題
に
さ
れ
続
け
た（11
（
。
　
本
願
寺
住
職
に
限
定
さ
れ
な
い
幅
広
い
生
身
仏
信
仰
の
存
在
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
石
山
軍
記
物
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。『
石
山
軍
鑑
』
で
は
、
織
田
勢
に
包
囲
さ
れ
た
本
願
寺
で
、下
間
頼
廉
が
「
早
く
死
て
此
趣
き
を
極
楽
浄
土
へ
注
進
し
、
仏
の
御
加
勢
を
願
ひ
、
弥
陀
の
利
剣
を
授
り
、
再
び
此
土
へ
来
つ
て
、
法
敵
信
長
を
誅
伐
す
可
ぞ
」
と
他
の
門
徒
を
励
ま
す
（「
紀
州
鷺
の
森
本
願
寺
合
戦
、
并
織
田
信
長
公
御
父
子
逆
臣
明
智
が
為
に
御
自
害
」（。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
（
に
刊
行
さ
れ
た
秋
里
籬
島
作
『
絵
本
拾
遺
信
長
記
』
で
は
、
敗
戦
後
、
東
本
願
寺
造
営
の
た
め
山
中
か
ら
巨
木
を
搬
出
す
る
元
本
願
寺
軍
師
が
「
西
方
阿
弥
陀
如
来
の
化
現
」
と
呼
ば
れ
る
（「
東
六
条
本
願
寺
造
立
の
事
」（。
こ
れ
ら
の
諸
作
に
は
、
如
来
の
化
身
と
さ
れ
る
本
願
寺
住
職
と
、
彼
を
信
仰
す
る
門
徒
た
ち
と
い
う
、
信
仰
す
る
者
と
さ
れ
る
者
の
二
元
的
な
関
係
が
成
立
し
て
い
る
の
だ
が
、
全
体
が
そ
れ
一
色
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
軍
記
作
者
た
ち
の
目
に
本
願
寺
門
徒
の
蜂
起
が
自
主
的
な
蜂
起
と
映
っ
た
所
以
は
、
本
願
寺
住
職
・
大
坊
主
・
門
徒
が
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
み
な
同
様
に
仏
に
な
る
者
で
あ
っ
て
、
一
介
の
門
徒
で
も
、
や
が
て
は
仏
に
な
っ
て
村
や
子
孫
を
守
る
と
い
う
確
信
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号
三
〇
お
わ
り
に
　
和
歌
や
漢
詩
を
た
し
な
み
、
文
飾
に
満
ち
た
文
章
を
愛
す
る
『
越
州
軍
記
』
の
作
者
は
、
貧
賤
に
生
ま
れ
た
な
ら
そ
れ
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
。
　
貴
顕
に
出
自
し
な
い
織
田
信
長
を
讃
え
る
『
信
長
公
記
』
の
作
者
も
、
百
姓
の
一
揆
を
軽
ん
じ
て
み
せ
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
　
比
叡
山
が
焼
き
討
ち
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
理
由
と
し
て
牛
一
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
長
島
門
徒
へ
の
批
判
と
は
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
。
行
体
・
行
法
、
出
家
の
作
法
に
も
拘
ら
ず
、
天
下
の
嘲
哢
を
も
恥
ぢ
ず
、
天
道
の
恐
を
も
顧
み
ず
、
婬
乱
、
魚
鳥
服
用
せ
し
め
、
金
銀
賄
に
耽
つ
て
浅
井
・
朝
倉
贔
負
せ
し
め
、（『
信
長
公
記
』
元
亀
二
年
九
月
十
二
日
条
（
　
仏
教
と
は
持
戒
と
学
問
な
の
で
あ
る
。
肉
食
妻
帯
せ
ず
物
欲
を
滅
し
、
学
問
に
励
ん
で
人
々
に
尊
敬
さ
れ
、
強
者
・
勝
者
に
従
順
で
あ
る
の
が
正
し
い
仏
者
で
あ
る
。
　
『
越
州
軍
記
』
や
『
信
長
公
記
』
の
描
く
本
願
寺
門
徒
は
肉
食
妻
帯
で
、
所
領
を
得
る
な
ど
の
欲
望
（
物
欲
（
に
ま
み
れ
、阿
弥
陀
如
来
の
み
を
信
じ
て
学
問
が
な
く
、
嘲
哢
さ
れ
て
も
意
に
介
さ
ず
、
領
主
に
向
か
っ
て
槍
や
鎌
を
ふ
り
か
ざ
す
。
軍
記
の
作
者
た
ち
が
こ
れ
を
正
し
い
仏
法
と
考
え
る
わ
け
が
な
い
。
　
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
多
く
の
軍
記
や
、
軍
記
に
基
づ
く
史
書
に
お
い
て
も
、
治
者
に
従
う
べ
き
存
在
で
あ
る
は
ず
の
百
姓
が
自
ら
の
意
思
を
持
ち
、
頭
数
を
頼
ん
で
物
欲
充
足
の
た
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
、
そ
し
て
本
願
寺
が
そ
う
し
た
百
姓
の
寺
で
あ
る
こ
と
へ
の
拒
絶
反
応
は
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
。
物
欲
よ
り
も
本
山
護
持
と
い
う
信
仰
上
の
意
思
を
表
に
出
す
軍
記
の
場
合
も
、
門
徒
の
自
主
的
な
行
動
が
忌
々
し
く
描
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
意
思
の
中
身
よ
り
も
、
百
姓
が
意
思
を
持
つ
こ
と
自
体
が
問
題
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
幕
末
に
編
ま
れ
た
『
徳
川
実
紀
』
で
は
、本
願
寺
の
一
揆
は
「
賊
徒
」「
凶
徒
」「
凶
賊
」「
邪
徒
」
で
あ
る（11
（
。
ま
た
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
ま
で
の
歴
史
教
科
書
と
言
う
ほ
ど
広
く
読
ま
れ
た
頼
山
陽『
日
本
外
史
』で
は
、対
立
し
た
相
手
は
一
般
に「
敵
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
南
北
朝
期
の
北
朝
方
と
本
願
寺
門
徒
の
一
揆
に
は
「
賊
」
が
頻
用
さ
れ
る（11
（
。
幕
府
の
正
史
と
、
維
新
の
志
士
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
た
書
物
と
が
、
本
願
寺
に
同
じ
視
線
を
向
け
て
い
る
。
　
被
治
者
が
自
ら
の
意
思
を
持
ち
、
行
動
す
る
際
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
寺
と
い
う
本
願
寺
の
特
異
性
を
、
治
者
た
ち
は
三
百
年
の
長
き
を
経
て
も
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
物
語
史
料
に
よ
っ
て
、
個
々
の
出
来
事
が
史
実
で
あ
っ
た
か
否
か
を
問
う
の
は
難
し
い
が
、
作
者
個
人
や
、
作
者
の
生
き
た
時
代
の
精
神
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
使
用
テ
キ
ス
ト
『
細
川
両
家
記
』
…
群
書
類
従
11
、『
越
州
軍
記
』
…
続
群
書
類
従
11
下
、『
信
長
公
記
』
…
角
川
文
庫
、『
石
山
軍
鑑
』
…
編
輯
人
不
詳
『
絵
本
石
山
軍
記
』（
明
治
（1
年
鶴
声
社
発
行
（、『
絵
本
拾
遺
信
長
記
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
、『
無
明
法
性
合
戦
状
』
…
室
町
時
代
物
語
大
成
（1
、『
東
国
太
平
記
』
…
通
俗
日
本
全
史
（1
。
読
者
の
便
宜
を
考
え
て
、
引
用
の
際
に
は
片
仮
名
交
じ
り
文
を
平
仮
名
交
じ
り
文
に
改
め
、
濁
点
・
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。
軍
記
の
描
く
本
願
寺
と
一
揆
三
一
注
（
（
（　
唱
導
台
本
の
『
石
山
軍
記
』
を
種
本
に
し
て
作
ら
れ
た
め
、
も
と
も
と
「
石
山
軍
記
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
治
十
年
代
半
ば
に
鶴
声
社
が
活
版
の
絵
入
り
本
に
し
て
『
絵
本
石
山
軍
記
』
の
名
で
売
り
出
し
、
駸
々
堂
な
ど
十
指
に
余
る
出
版
社
が
こ
の
名
を
踏
襲
し
た
た
め
、「
石
山
軍
記
」
の
名
で
定
着
し
た
。
（
1
（　
井
上
泰
至
『
近
世
刊
行
軍
書
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
（
1
（　
「
石
山
」
の
語
が
同
時
代
の
語
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
新
し
く
成
立
し
た
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
山
合
戦
と
呼
ぶ
べ
き
で
な
い
と
の
議
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
と
し
た
い
。
（
1
（　
本
稿
で
は
太
田
牛
一
の
著
作
と
小
瀬
甫
庵
の
著
作
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
前
者
を
『
信
長
公
記
』、
後
者
を
『
甫
庵
信
長
記
』
と
表
記
す
る
。
（
1
（　
森
田
恭
二
『
戦
国
期
歴
代
細
川
氏
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
（
1
（　
本
願
寺
門
徒
の
尊
ん
で
い
る
「
手
紙
」
が
、
か
つ
て
本
願
寺
住
職
で
あ
っ
た
蓮
如
と
い
う
人
間
の
作
で
あ
る
こ
と
を
、『
細
川
両
家
記
』
の
作
者
が
知
っ
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
（
1
（　
時
代
は
降
る
が
、安
永
九
年
（
一
七
八
〇
（
初
演
の
歌
舞
伎
『
帰
命
曲
輪
文
章
』（
並
木
五
兵
衛
・
並
木
十
助
作
。『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
四
十
一
巻
所
収
（
の
第
二
帖
で
は
、「
東
山
銀
閣
寺
」（
石
山
本
願
寺
の
変
名
（
の
重
宝
と
さ
れ
る
「
裏
菊
の
判
」
が
「
人
数
を
集
む
る
御
印
文
」「
人
数
を
集
る
廻
文
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
揆
が
厳
禁
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
他
に
一
揆
蜂
起
を
暗
示
す
る
語
句
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
一
切
な
い
が
、
人
々
を
集
め
る
力
こ
そ
本
願
寺
の
重
宝
と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
裏
菊
の
判
」
は
江
戸
時
代
の
西
本
願
寺
が
菊
花
紋
を
用
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
と
思
わ
れ
る
。
（
1
（　
後
代
に
は
『
織
田
軍
記
』（
貞
享
二
・
一
六
八
五
年
頃
成
立
、
元
禄
十
五
・
一
七
〇
二
年
刊
（
の
よ
う
に
「
○
人
」
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
揆
は
百
姓
だ
か
ら
歩
兵
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
1
（　
金
龍
静
『
蓮
如
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
（
（1
（　
『
大
系
真
宗
史
料　
文
書
記
録
編　
一
向
一
揆
』
大
桑
斉
「
解
説
」
（
（（
（　
下
坂
守
「
比
叡
山
延
暦
寺
と
白
山
平
泉
寺
」
勝
山
市
編
『
白
山
平
泉
寺
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
（
（1
（　
「
世
間
の
う
わ
さ
」「
誰
の
作
と
も
知
れ
な
い
歌
」
な
ど
と
言
い
つ
つ
自
作
を
開
陳
す
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
狂
歌
も
実
際
に
本
覚
寺
の
門
前
に
立
て
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、『
越
州
軍
記
』
作
成
時
の
作
者
の
自
作
で
あ
ろ
う
。
（
（1
（　
金
龍
静
の
言
う
「
報
謝
行
」（『
一
向
一
揆
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
（
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
（1
（　
神
田
千
里
に
よ
れ
ば
、『
越
州
軍
記
』
の
記
述
は
信
憑
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　
史
学
科
篇
』
四
四
、
二
〇
一
九
年
（
（1
（　
今
泉
淑
夫
『
亀
泉
集
証
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
（
（1
（　
金
子
拓
「
太
田
牛
一
自
筆
『
太
田
牛
一
旧
記
』
に
つ
い
て
」
金
子
拓
編
『
織
田
信
長
と
い
う
歴
史
―
『
信
長
記
』
の
彼
方
へ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
（
（1
（　
鶴
田
倉
造
編
『
原
史
料
で
綴
る
天
草
島
原
の
乱
』
本
渡
市
、
一
九
九
四
年
、
№
0
3
1
4
・
№
1
1
6
1
史
料
（
（1
（　
前
掲
注
（1
金
子
論
文
。
川
端
泰
幸
「
教
如
と
織
豊
武
士
団
」『
真
宗
研
究
』
六
〇
、
二
〇
一
六
年
（
（1
（　
太
田
牛
一
な
ら
ず
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
「
仏
法
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
多
い
。『
原
史
料
で
綴
る
天
草
島
原
の
乱
』
参
照
。
（
11
（　
神
田
千
里
『
一
向
一
揆
と
石
山
合
戦
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
（
1（
（　
呉
座
勇
一
『
一
揆
の
原
理
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
五
年
（
11
（　
『
群
書
類
従
』
二
十
輯
、『
続
群
書
類
従
』
二
十
～
二
十
三
輯
、『
通
俗
日
本
全
史
』
六
～
二
十
巻
を
参
照
し
た
。
（
11
（　
村
上
専
精
『
真
宗
全
史
』
丙
午
出
版
社
、
一
九
一
六
年
（
11
（　
拙
稿
「『
歎
異
抄
』
は
な
ぜ
「
親
鸞
の
言
葉
の
記
録
」
と
し
て
疑
わ
れ
な
か
っ
た
か
─
文
字
に
よ
る
学
び
と
教
義
の
確
立
─
」『
民
衆
史
研
究
』
八
六
、
二
〇
一
三
年
（
11
（　
『
徳
川
実
紀
』
経
済
雑
誌
社
、
一
九
〇
四
年
（
11
（　
『
日
本
外
史
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
七
年

